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て (含水率 4･6%)から,両面にステンレス鉄板をあてて圧縮した｡圧縮圧 80kg/cm2,熱盤温度 240oC,







a)ウェッ トプ レッ シ ング




















吸 水 前 (気乾時)の試片の容積 (cm3)
×100
4) 吸水率 (%)- 吸水後の重量 (g)-吸水前の重量 (g)×100
吸水前 (気乾時)の重量 (g)
また,次式を用いて木質繊維の単位重量あたりの吸水量を近似的に計算した｡
5) 木質繊維単位重量当たりの吸水量- 吸水後の重量 (g)-吸水前の重量 (g)(g/g)試験片中の木繊維重量 (g)
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あたりの吸水量に換算して示したのが Fig･12である｡ 単位木繊維量あたりの吸水量 (g/g)は, PMMA
含有率が50%あたりまでは次第に減少し,最小値 0･2g/gに達する｡ これは試片の平均密度 0.82g/cm3 と
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アカマツ材アスプルンドパルプ (AP)にメタクリル酸メチル (MMA)を H202-FeSO4レドックスシス
テムによりグラフト重合させ, この重合生成物から比重 0･70-0･90(平均 0･82)の繊維板を製造した｡そ
の吸水特性,吸湿 (水)寸法安定性と強度的性質を測定し,次のような結果を得た｡
1)吸水量および吸水率は,PMMA含有率20%で,5分の1以下に減少した｡
2)吸水による寸法変化は,PMMA含有率,20%で,おおよそ,半分に減少した0
3)強度的性質は,PMMA含有率の増加とともに,やや増加するが,実験した試料の比重の範囲 (0.80-
0.90)では,吸水寸法安定化効果に見られるような,大きな改善は認められなかった｡
本実験に用いた成板条件に難点があるものと考えられたので,成板条件を再検討した結果,熱圧条件と比
重が (通常のアスプルンドパルプのみからなる繊維板に比べ),板の物理的性質にきわめて大きな影響を与
えることが判明したので,別報にまとめて詳述する｡
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